





















わが国では、平成 12 年（2000 年）3 月に、当時の
文部省、厚生省及び農林水産省が連携して「食生活指














Awareness of Eating Habits of First-year Nursing College Students
Keiko Sekido, Kiyomi Harada
School of Nursing, Kyoto Prefectural University of Medicine
要約
　看護系大学 1年生の食習慣と食への認識の実態、食習慣と食への認識および認識間の関連を明らかにすることを目的
に調査を行った。対象は看護系大学 1年生で協力に同意の得られた 82 人であった。食習慣（「食生活指針」に示された





























看護系大学 1年生の 87 人を対象者とした。
2）調査方法
















































　質問項目 そうである そうである そうでない そうでない
① 食事を楽しんでいる 69（84.1） 13（15.9）  0　（0.0）  0　（0.0）
② 3食きちんと食べる 56（68.3） 22（26.8）  4　（4.9）  0　（0.0）
③ 主食とおかずをバランスよく摂取し、栄養が偏らないように
気を付けている
25（30.5） 52（63.4）  5　（6.1）  0　（0.0）
④ ごはんなど、穀類もしっかり摂取するようにしている 60（73.2） 21（25.6）  1　（1.2）  0　（0.0）
⑤ 野菜・果物・牛乳・乳製品・豆腐・魚などを摂取するように
気を付けている
45（54.9） 32（39.0）  5　（6.1）  0　（0.0）
⑥ 食塩はとり過ぎないようにしている 22（26.8） 34（41.5） 22（26.8）  4　（4.9）
⑦ 脂肪の多い食品はとり過ぎないようにしている 25（30.5） 39（47.6） 15（18.3）  3　（3.7）
⑧ 適性体重が保てるように、気を付けている 26（31.7） 42（51.2） 13（15.9）  1　（1.2）
⑨ 地域の産物をなるべく食べるようにしている  9（11.0） 34（41.5） 27（32.9） 12（14.6）
⑩ 食品の無駄や廃棄が少なくなるように気を付けている 47（57.3） 26（31.7）  8　（9.8）  1　（1.2）
















きいと思いますか」の 2 項目間（r=0.519, p<0.000）、
「1. 自分の食事に関心がありますか」「2. 患者の食事に
関心がありますか」の 2項目間（r=0.410.p<0.000）で
あった。相関係数が 0.2 以上 0.4 未満で、有意な弱い
正の相関を示したものは 7つあった。その中で、相関
係数が 0.3 以上であったのは、「5. 食品の成分表示を活
用しますか」「7. 食事指針実行度得点」の 2 項目間
（r=0.389, p<0.000）、「1. 自分の食事に関心があります
か」「7. 食事指針実行度得点」の 2 項目間（r=0.353, 
p=0.001）であった。相関係数が 0.2 以上 0.3 未満であっ
たのは、「2. 患者の食事に関心がありますか」「7. 食事
指針実行度得点」の 2項目間（r=0.294, p=0.007）、「5. 食
品の成分表示を活用しますか」「6. あなたは健康食品
を利用しますか」の 2項目間（r=0.293, p=0.008）、「1. 自
分の食事に関心がありますか」「3. 食生活と健康は関


















　質問項目 そうである そうである そうでない そうでない
1. 自分の食事に関心がありますか 33（40.2） 40（48.8）  7　（8.5）  2　（2.4）
2. 患者の食事に関心がありますか 30（36.6） 47（57.3）  5　（6.1）  0　（0.0）
3. 食生活と健康は関連が深いと思いますか 69（84.1） 13（15.9）  0　（0.0）  0　（0.0）
4. 患者の回復に果たす食事の役割は大きいと思いますか 65（79.3） 17（20.7）  0　（0.0）  0　（0.0）
5. 食品の成分表示を活用しますか 13（15.9） 28（34.1） 35（42.7）  6　（7.3）
6. あなたは健康食品を利用しますか  5　（6.1） 21（25.6） 46（56.1） 10（12.2）
n=82　（  ）内は％
表 3　スピアマンの順位相関分析の結果






































































年版）」12）で成人男性が 8.0g/ 日未満、女性 7.0g/ 日
未満であるものが、2020 年から使用する新しい「食
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